
　

新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

�

会
長
　
藤
田
　
孝
太
郎

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
協

会
は
４
月
か
ら
新
た
な
事
務
局
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事

が
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
１
年

で
し
た
が
、
11
月
に
は
、
定
時
総

会
、
事
務
担
当
者
会
議
を
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
か
ら
ほ
ぼ
２
年
。
出
口
の
見
え
な

い
閉
塞
感
を
抱
え
て
い
た
日
本
に
よ

う
や
く
光
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
で
も
、
世
界
中
で
は
変
異

を
繰
り
返
し
、
未
だ
に
感
染
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
感
染
対

策
を
怠
ら
ず
、
十
分
に
気
を
付
け
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
寅
年
で
す
、「
群
羊
を
駆
り

て
猛
虎
を
攻
む
（
羊
の
よ
う
な
弱
い

も
の
で
も
集
団
で
あ
た
れ
ば
猛
虎
の

よ
う
な
強
者
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
）」と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

　
当
協
会
も
多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
が
一
丸
に
な
っ
て
難

題
に
立
ち
向
か
い
克
服
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◆
第
３
号
議
案
　
令
和
３
年
度
事
業
計
画

◆
第
４
号
議
案
　
令
和
３
年
度
事
業
予
算

　
事
務
局
か
ら
令
和
３
年
度
事
業
に

つ
い
て
、
１
号
議
案
で
説
明
し
た
道
の

補
助
事
業
や
委
託
事
業
を
中
心
に
実

施
す
る
こ
と
、
予
算
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
修
経
費
を
新
た
に
計
上
し
た

こ
と
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
質
疑
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
日
身
連
の
新
聞
送
付
を
含
め
、

情
報
の
速
や
か
な
開
示
に
つ
い
て
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
質
問

が
出
ず
、
議
長
よ
り
第
３
号
議
案
・

第
４
号
議
案
に
つ
い
て
は
報
告
案
件

で
あ
る
旨
の
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
５
号
議
案
　
定
款
変
更

　
事
務
局
か
ら
定
款
変
更
の
主
な
内

容
と
し
て
、
常
務
理
事
に
関
す
る
規

定
の
変
更
、
代
表
監
事
を
新
た
に
規

定
す
る
ほ
か
、
理
事
及
び
監
事
は
正

会
員
の
代
表
者
か
ら
選
任
す
る
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
質
疑
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

質
疑
が
な
く
、
第
５
号
議
案
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
第
６
号
議
案
　
報
告
事
項

　
事
務
局
か
ら
、
第
71
回
全
道
福
祉

大
会
は
開
催
に
向
け
て
動
い
て
い
る

こ
と
、
北
身
協
会
長
表
彰
は
全
道
福

祉
大
会
で
の
表
彰
は
で
き
な
い
が
、
郵

送
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
、
構
成
団

体
か
ら
の
要
望
・
意
見
等
に
つ
い
て
資

料
に
基
づ
き
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
第
７
号
議
案
　
役
員
改
選

　
３
名
の
選
考
委
員
（
渡
島
地
区
身

障
協
会
菅
野
会
長
、
小
樽
身
障
協
会

浅
田
会
長
、
美
唄
身
障
協
会
花
田
会

長
）
に
よ
り
、
役
員
候
補
者
の
選
考
を

行
い
、
理
事
10
名
、
監
事
２
名
の
候
補

者
を
発
表
し
、
全
員
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和

　
令
和
３３
年
度
年
度
　　
定
時
総
会

定
時
総
会

　
令
和
３
年
11
月
９
日（
火
）、
道
民

活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、
北

身
協
の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
例
年
６
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
冒
頭
、
藤
田
会
長
か
ら
、
前
事
務

局
長
が
退
職
し
、
４
月
か
ら
新
し
い

事
務
局
長
を
迎
え
、
財
産
や
事
業
の

掘
り
起
こ
し
・
見
直
し
等
を
行
い
、
11

月
に
は
な
っ
た
が
総
会
を
開
催
で
き

た
の
も
先
輩
役
員
や
現
役
員
や
全
道

の
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
旨
、

お
礼
と
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
へ

の
お
詫
び
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
北
海
道
保
健
福

祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
相

馬
知
人
主
幹
か
ら
総
会
開
催
に
当
た
っ

て
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
と
し
て
、
砂
川
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
会
長
大
橋
俊
彦
氏

が
選
任
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

◆
第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告

　
事
務
局
か
ら
北
身
協
実
施
事
業
等

を
中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
決
算
報
告

　
事
務
局
か
ら
労
働
審
判
経
費
や
公

益
法
人
の
公
益
目
的
事
業
を
中
心
に

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
監
査
報
告

　
田
中
利
和
監
事
か
ら
令
和
２
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
理
事
の
業
務

及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
に

関
し
て
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨

の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
よ
り
第
１
号
議
案
・
第
２
号
議

案
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
質
疑
を
求

め
た
と
こ
ろ
、「
理
事
会
中
心
の
議
論

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
報
告
を
会
員
に
返

し
て
い
く
と
い
う
組
織
の
在
り
方
を
進

め
て
ほ
し
い
」、「
北
身
協
改
革
の
中
身

に
つ
い
て
、
検
討
し
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
ひ
と
つ
ず
つ
進
め
て
ほ
し
い
」「
会

費
は
公
平
に
な
る
よ
う
に
、
収
益
事
業

の
還
付
金
は
、
柔
軟
性
を
も
っ
て
対
応

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
議
長
よ
り
他
に
質
疑
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
１
号
議
案
、
２
号
議
案

及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
登
別
市
）

　
10
月
26
日（
火
）～
28
日（
木
）、
登

別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ん
た

21
」
に
て
、
令
和
３
年
度
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
プ
ラ
ザ
室
蘭
の
榎
本
吉
幸

氏
・
西
野
美
樹
子
氏
・
工
藤
恵
美
子

氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　「
基
本
を
学
ぼ
う
」
と
い
う
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な

操
作
方
法
や
、
画
像
の
取
り
込
み
方

に
つ
い
て
学
び
、
画
像
や
イ
ラ
ス
ト

を
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
マ
ス
ク
シ
ー
ル
に
プ

リ
ン
ト
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
り
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
習
得
だ
け
で
な

く
、
作
品
づ
く
り
や
参
加
者
同
士
の

交
流
や
親
睦
も
図
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
美
唄
市
）

　
11
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）、
美

唄
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ぷ

ら
」
に
て
、
令
和
３
年
度
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
美
唄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
澁
谷
茂
氏
を
お
迎
え

し
、
補
助
講
師
の
方
々
に
も
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
方
法
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
画
像
や
写
真
を
使
っ
て

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
、
２
日
目
は
イ

ラ
ス
ト
や
図
形
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
組

み
立
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
３
日
目

は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状
を

作
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

「
第
４
回 

理
事
会
」

　
令
和
３
年
11
月
９
日（
火
）定
時
総

会
終
了
後
に
第
４
回
理
事
会
を
開
催

し
、
正
副
会
長
と
代
表
監
事
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
　
　
藤
田
孝
太
郎（
紋
別
）

　
副
会
長
　
東
海
林
繁
幸（
宗
谷
地
区
）

　
副
会
長
　
石
田
　
正
義（
釧
路
地
区
）

　
理
事
　
　
今
　
　
順
子（
登
別
）

　
理
事
　
　
熊
木
喜
美
夫（
空
知
地
区
）

　
理
事
　
　
木
村
　
正
裕（
伊
達
）

　
理
事
　
　
阿
部
喜
美
夫（
檜
山
地
区
）

　
理
事
　
　
遠
藤
　
一
紀（
日
高
管
内
）

　
理
事
　
　
齊
藤
　
　
徹（
十
勝
地
区
）

　
理
事
　
　
大
橋
　
俊
彦(

砂
川
）

　
代
表
監
事
　
田
中
　
利
和（
帯
広
）

　
監
事
　
　
白
幡
　
　
浩（
北
見
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
着
て「
パ
チ
リ
」

みなさん真剣に画面を見て…学習中。

作品を持って、記念撮影！ マスクシールも作りました。
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施設利用、見学等をご希望の方は、
お気軽にご相談ください。

障
が
い
者
１
１
０
番

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
ご
本
人
及

び
ご
家
族
等
か
ら
の
悩
み
（
法
的
手

続
き
・
人
権
等
に
関
す
る
相
談
）
に

対
し
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
の
対
象

　
道
内
全
域
（
札
幌
市
を
除
く
）
の

障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
札
幌
市
内
の
方
は
【
障
害
者
あ
ん

し
ん
相
談（
011
（
633
）
１
３
１
３
）】

等
の
窓
口
を
ご
利
用
下
さ
い
。

受
付
時
間

　
平
日
（
月
～
金
） 

９
時
～
17
時

　 

（
電
話
ま
た
は
面
接
）

※
時
間
外
・
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
留
守
番
電

話
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

定
例
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

　
毎
月
１
回
（
原
則 

第
４
火
曜
日
）

定
例
相
談
と
し
て
弁
護
士
に
よ
る
専

門
相
談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
弁
護
士
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
、
相
談
概

要
の
他
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
相
談
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

主
な
相
談(

相
談
料
は
無
料
で
す
。)

☆
法
律
に
関
す
る
相
談

　
例
え
ば
、
身
体
・
生
命
に
関
す
る

相
談
、
財
産
に
対
す
る
侵
害
、
相
続

関
係
、
金
融
消
費
・
契
約
関
係
、
雇

用
・
勤
務
条
件
関
係
等

☆
人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談

　
例
え
ば
、
職
場
・
施
設
・
隣
人
・

知
人
・
家
族
・
親
族
と
の
人
権
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル

☆
そ
の
他

　
必
要
な
相
談

  

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

　
障
が
い
者
１
１
０
番
直
通
番
号

　
　
電
　
話
　
011
（
252
）
１
２
３
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
252
）
１
２
３
５

注�

）
こ
の
電
話
で
即
座
に
解
決
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　�

　
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
う
す
る

べ
き
か
を
考
え
る
相
談
窓
口
で
す
。

文
　
芸

文
　
芸

　 短
　
歌

　
　
　
　

蘭
越
町
　
　
中な

か

林
ば
や
し

　
ト
メ

・
あ
り
が
と
う
声こ

え

か
け
な
が
ら
咲さ

き
し
花は

な

　
　
抜ぬ

き
て
片か

た

付づ

け
来く

る
春は

る

偲し
の

ぶ

・
立り

っ
と
う冬

に
入い

り
て
な
を
も
咲さ

き
ほ
こ
る

　
　
鉢は

ち

の
コ
ス
モ
ス
花は

な
び
ら片

ゆ
ら
す

・
我わ

が
町ま

ち

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

祭さ
い

に
参さ

ん

加か

し
て

　
　
マ
ス
ク
の
顔か

お

が
微ほ

ほ

笑え

み
交か

わ
す

・
盛も

り
沢た

く
さ
ん山

収
し
ゅ
う

穫か
く

祭さ
い

の
も
よ
お
し
は

　
　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で
歓か

ん
せ
い声

ど
よ
む

・
紅こ

う
は
く白

の
餅
ま
き
在あ

り
て
お
分わ

か
れ
と

　
　
郷さ

と

の
祭ま

つ

り
は
終お

わ

り
を
告つ

げ
た

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一 

　
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

の
25
日
ま
で
の
受
付
（
必
着
）
と

い
た
し
ま
す
。

二 

　
作
品
に
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
区
分
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

三 

　
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字
に
は

必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四 

　
ご
投
稿
の
際
に
は
、お
名
前
・
ご

住
所
の
他
に
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。読
み
方
等
の
確
認
の
ご
連
絡

を
差
し
上
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
は
極
力
掲

載
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
紙

面
構
成
の
都
合
上
、
お
一
人
様
３

点
ま
で
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　�

　（
掲
載
希
望
順
位
の
付
記
を
お

願
い
し
ま
す
。）

　�

　
ま
た
、
文
芸
欄
で
は
作
品
の
季

語
と
発
行
月
の
季
節
に
ズ
レ
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　�

　
何
卒
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
宛
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
7
丁
目

　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
4
階

一
般
社
団
法
人

　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

※�
初
め
て
投
稿
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
投
稿
し
て
下
さ
い
。

令
和
３
年
度 

盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
現
任
研
修

　
11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）に
、

視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
害
を
併
せ

も
つ
「
盲
ろ
う
者
」
の
通
訳
・
介
助

員
現
任
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
養
成
講
座
と
は
違
い
何
度
か
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
者
同
士
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
ぶ
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
１
日
目
に
は
復

習
の
意
図
も
あ
り
「
手
話
の
読
み
取

り
演
習
」
を
し
た
り
、「
事
例
検
討
」

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
夏
に
初
め

て
派
遣
依
頼
を
受
け
て
活
動
し
た
体

験
談
を
受
講
生
か
ら
話
し
て
も
ら

い
、
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
２
日
目
の
屋
外
実
習
に
向

け
て
確
認
事
項
も
含
め
た
「
介
助
演

習
」
も
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
実
際
に
派
遣
依
頼
が

あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
の
屋
外
実

習
を
行
い
、
待
ち
合
わ
せ
か
ら
買
い

物
や
食
事
等
を
し
て
帰
宅
（
解
散
）

ま
で
の
通
訳
・
介
助
実
習
を
し
ま
し

た
。

　
本
番
同
様
の
実
習
を
体
験
し
た
受

講
生
た
ち
か
ら
は
、「
ス
ム
ー
ズ
に

通
訳
・
介
助
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け

な
が
ら
の
状
況
説
明
を
同
時
進
行
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、「
通
訳
・
介
助
員

が
楽
し
み
な
が
ら
で
な
い
と
、
盲
ろ

う
者
も
楽
し
め
な
い
で
す
よ
。」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
受
講
生

は
各
自
不
安
な
と
こ
ろ
や
今
後
の
課

題
も
再
確
認
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
長
時
間
に
渡
っ
て
の
屋
外

実
習
を
共
に
過
ご
し
共
に
学
べ
た
こ

と
で
、
同
じ
目
的
意
識
を
持
っ
た
受

講
生
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
化
で
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

　
特
別
会
員
の
ご
案
内

　
JR
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
は
、
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
特
別
会
員
制

度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　 

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

男
性
60
歳
・
女
性
55
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費（
入
会
金
は
い
り
ま
せ
ん
。）

　
一
人 

１
，
４
０
０
円 

▼
介
護
者
割
引

　 

身
体
障
害
者
手
帳
掲
示
に
よ
る
割

引
の
他
、
一
種
身
体
障
害
者
の
介

護
者
の
み
、
会
員
と
同
様
に
割
引

が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
条
件

　 

片
道
・
往
復
・
連
続
で
201
㎞
以
上

利
用
す
る
場
合
（
20
回
ま
で
）

▼
割
引
率

　【
新
規
会
員
】

　
初
　
回
～
3
回
目
ま
で
2
割
引

　
4
回
目
～
20
回
目
ま
で
3
割
引

　【
更
新
会
員
】

　
初
回
か
ら
3
割
引

※ 

ご
利
用
に
な
れ
な
い
列
車
や
割
引

対
象
外
期
間
に
つ
い
て
は
駅
の
窓

口
で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

　
一
般
社
団
法
人

　
　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
電
　
話
　
011
（
251
）
１
５
５
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

※ 

各
地
区
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
も
可
能
で
す
。

　
日
頃
よ
り
、
JR
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
来
た
る
３
月
（
年
度
末
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
更
新
の
時
期

に
な
る
方
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
年
度
末
受
付
締
切
日

　
　
　
　
　
※
書
類
・
入
金
必
着

　
　
　
令
和
４
年
３
月
18
日（
金
）

◆
新
年
度
受
付
開
始
日

　
　
　
令
和
４
年
４
月
１
日（
金
）

「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」

年
度
末
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」

年
度
末
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

手話の読み取り演習…みんな真剣です。

朝からの屋外実習を振り返り、意見交換。

講師（札幌盲ろう者福祉協会）の方々と一緒に

階
段
の
上
り
下
り
を
再
確
認
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